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　情報技術（以下 IT）の分野での大変革は 15年サイクル
で起きるという説がある．情報処理学会のコンピュータ
博物館 1）には黎明期からの歴史がまとめられている．そ
れによれば，世界初のノイマン型コンピュータ EDSAC

（1949年）をスタートと考え，メインフレーム全盛時代
を築いた IBM社 360シリーズが 1965年の発表，パー
ソナルコンピュータ IBM-PCは 1981年に登場，90年
代中頃にはインターネットの商用利用によるネットワー
ク化が始まった．こう考えると，次の大変革は 2010年
頃ということになる．
　我々の周囲を見ると，2010年を待たずとも，携帯電
話・ブロードバンド環境の爆発的普及，あらゆるものが
ネットワークに接続されるユビキタス化，TVの概念を
変える放送通信融合，といった ITによる社会システム
の変革の流れがますます加速しながら進んでいるように
思える．
　確実に言えることは，ITはすでに社会・生活のイン
フラを支えるために不可欠なものであり，技術としてだ
けではなく，社会とのかかわりの中でその将来を考えて
いかねばならぬということである．本稿ではこのような
流れの中で，21世紀社会における ITの役割と，この分
野で日本最大の学会組織である情報処理学会のあり方に
ついて，筆者の考えることを記してみたい．

IT 逆バブルの時代

　2000年春のいわゆるドットコム・インターネットバ
ブルの崩壊後，現在は ITの経済的価値が実力以下に低
く評価される，いわば IT “逆”バブルの時代ともいえる
だろう．2003年にHarvard Business Review誌に発表
された "IT doesn't matter"という論文 2），3）は，IT悲観
論の代表である．この論文の骨子は，ITというテクノ
ロジーはすでにコモディティ化の領域に入っており，企
業にとって必要不可欠なものにはなってはいるが，他社
を差別化するための戦略的投資の対象にはならない，と
いうことである．
　企業における IT投資の傾向を見ると，システムオペ
レーションをノンコア業務として外部委託するアウトソ
ーシングの普及，IT分野における 2007年問題とも称さ
れるレガシーマイグレーション問題の顕在化，Phishing

や Botなどのマルウェア（悪質な動作をするソフトウェ
ア），サイバー攻撃といったセキュリティ面での対策へ
の優先度が増大している．これらの投資はある意味でコ
スト的ともいえるもので，新しい価値を生み出すための
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戦略的投資とはいえない面がある．コストと見なされる
かぎり，できる限り削減するのが企業経営上の判断とな
る．いろいろな市場分析レポートを見ても，国内の IT

市場の伸びは 2010年にかけて年率 2％前後と，GDP

全体の伸びよりも低めの予想が多数派となっている．日
本の国際競争力を支える最先端ハイテク産業であるべき
IT分野で，である．
　では本当に ITは成熟産業なのであろうか？　上記
Harvard Business Reviewの論文では ITを電力や水道
に例えており，したがって戦略的投資の対象にはなら
ないと指摘しているが，この論は重要なことを見逃して
いる．
　それは広い意味での ITが現実に我々の社会を変え続
けており，むしろその変化は加速していることである．
サービス指向アーキテクチャ（SOA）と呼ばれる企業情
報システムアーキテクチャの変化は新サービスの導入ス
ピードと変化への対応力を劇的に向上させ，Webシス
テム技術の発展はネットショッピング・オンライントレ
ード・電子マネーなど高度な ITサービス利用を一部の
ハイテク人種の独占から解放した．ここ 10年の技術の
急速な進歩により，新しい技術で何ができるか，という
ことよりも，新しいビジネス・サービスを実現するため
に ITをどう活用するかに比重が移っていると見るべき
である．すなわち，ITが生み出す価値はますます増え
ており，そのペースは加速する傾向にある．しかし，そ
れは狭義の IT市場規模では測ることができない．
　いわゆる情報産業のサービス・ソリューション化，サ
ービスサイエンスといった新しい研究領域の誕生などは
この動きと対応していると考える．
　このように現状を分析すると，ITの将来を語る際に
は技術としての側面だけでなく，社会・ビジネスとのか
かわりでとらえることが重要になるはずである．

IT に求められること

　イノベーションの重要性がさまざまな分野で論じられ
ている．IT分野においても，技術・製品・プロセス・個人・
ビジネス・社会，それぞれのレベルでのイノベーション
が求められている．
　技術・製品レベルでのコモディティ化が進んでいると
いうことは，ビジネスや社会レベルでのイノベーション
がより重要になっているということである．つまり，性
能・機能・信頼性といった製品評価指標での改善・進歩
でなく，ITを使いこなすことにより新しいビジネスを

創造することや，社会システムを IT活用によって変革
することがより強く求められている．
　最終消費者としての個人に関しては，「知の社会」実
現に向けて，1人 1人の創造性を最大限に発揮させるエ
ンパワーメントのために ITが果たすべき役割は大きい．
産業は，21世紀を通じての持続的な成長を実現するた
めに，資源枯渇・環境破壊に対する施策が必要不可欠に
なり，ITを活用したグローバルレベルでの生産最適化・
製品ライフサイクル管理が重要となる．電力・交通・金
融・医療・行政など社会基盤は，電子デバイスのユビキ
タスな利用によって ITへの依存性を一層高め，第 3期
科学技術基本計画 4）が目標として掲げる「健康と安全を
守り，国力の源泉を創り，人類の英知を生む」の実現に
向かって，最先端の ITによる高度な安全性の確保が重
要課題となるであろう．
　現在のビジネスイノベーションの代表ともいえるアマ
ゾン・グーグルの競争力の根源は，そのユニークなビジ
ネスモデルにある．もちろんこの両社のビジネスインフ
ラを支える ITは世界最先端のものである．しかし，そ
れ以上に，そのインフラを活用して提供するサービスが
鍵である．ITを使ってどのような価値を生み出すかが
ビジネスイノベーションの本質である．
　ユビキタスというキーワードも，電子的な情報だけを
扱う世界から，実世界の物理量やエンドユーザとのイン
タフェースに着目した言葉といえる．ここでも，リアル
な世界との接点における ITの活用がビジネス・社会レ
ベルでのイノベーションを推進する原動力になると考え
ている．
　サイエンスからエンジニアリングへ，これは技術・産
業の成熟とともに起きる必然の流れである．基礎研究が
不要と言っているのではもちろんない．技術分野の社会
的なインパクトが増大するにつれ，応用からの視点で見
た研究価値の評価が相対的により重要になるということ
である．

情報処理学会に対する期待

　これまで述べてきたように，IT研究開発に関しては，
企業のビジネスサイド，個人としてのエンドユーザサイ
ドからの応用視点が重要になっている．IT研究を基礎
研究・応用研究と分けたときに，応用研究の中でも実適
用に近い部分の重要性が増大している．いわゆる企業研
究の「死の谷」に相当する領域が拡大しており，サイエン
スとエンジニアリングの乖離が拡大しているともいえる
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だろう．
　一方で，日本の競争力向上のための産学連携，すなわ
ちサイエンスとエンジニアリングの連携の重要性が叫ば
れている．しかし，バイオ・ナノ・材料・環境といった
分野と比べても IT分野での連携はまだまだうまくいっ
ていないように見える．その理由の 1つには，上述した
「死の谷」領域の拡大があるのではないか．
　こういう状況でこそ，学会活動に意味がある．産学連
携強化による「死の谷」克服に向けて，大学界・産業界双
方のメンバをそれぞれ 1万人規模で抱える情報処理学会
の果たすべき役割は大きい．サイエンスとエンジニアリ
ングは両輪であり，社会を支える技術は，この両輪がう
まく回って初めて発展する．
　冒頭に述べたような ITのコモディティ化を言い換え
ると，「イノベーションのジレンマ」5），6）で述べられて
いる技術としての進歩がニーズを追いこすという現象が
ITの幅広い分野で起きているということになろう．こ
の論によれば，次に起きることは，ローエンド型破壊も
しくは「無消費への対抗」による新市場型破壊によるイノ
ベーションである．社会における ITの役割がますます
増大することを考えると，このようなイノベーションが
IT分野で次々と起きることは間違いなく，きわめて刺
激的である．
　この刺激的な分野での進歩・変革を先導するのは，大
学界・産業界に属する ITプロフェッショナル以外にな
い．この分野の最大の学会組織である情報処理学会は
ITプロフェッショナルを支援する役割を担わなければ
ならない．これがこの連載の第 1回目 7）で安西会長が示

した「当学会が現代と未来の情報社会をリードする分野
に進出する」道であると信じている．
　2006年度からはこの方針に従って，ITフォーラムな
ど産業界との連携を強化する動きが情報処理学会で始ま
った．論文誌オンライン化の検討など，自ら ITを活用
して ITプロフェッショナル向けの新しいサービスを提
供する検討も加速している．21世紀の社会の発展を IT

によって実現し，それを情報処理学会が支えるというビ
ジョン達成に向け，当学会がますます活躍することを願
っている．
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